
社会の変化に主体的に向き合う 

校長 神野 孝彦   

 令和２年から続いていたコロナ禍も、ようやく終息に向かい始め、これから社会生活

における行動制限の緩和だけでなく、教育活動の制限も少しずつ緩和されていく見通し

です。一方で、グローバル化や情報化が進み、先を見通すことがますます難しくなって

きている状況の中、教育現場では、いじめ、SNS上によるトラブル、情緒不安定な生徒

や不登校生徒への支援などの生徒指導上の諸課題が山積しています。また、生徒一人一

人のタブレット端末の活用や ICT 機器の活用、学校における働き方改革の推進、部活

動の地域移行など、学校が抱える課題は複雑化・困難化しています。 

 今後、次世代に対応する霞台中学校の教育が目指す姿としては、「社会の変化に受け

身で対応するのではなく、主体的に向き合い、その過程を通して、一人一人が自らの可

能性を最大限に発揮し、よりよい社会や豊かな人生を自ら創り出そうとする生徒を育

成していく」ことが重要と考えます。引き続き、特別活動を視点とした「情操教育の充

実」を柱に、教育スローガン「花いっぱい 笑顔いっぱい霞台」のもと、生徒を主体と

した教育活動に取り組んでまいります。本校の教育活動へのご理解とご協力をどうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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【教育スローガン】 

「 花いっぱい 笑顔いっぱい 霞台 」 

【本校の教育目標】 

健全な人間の育成を目指して 

〇 自分も人も大切にしよう 

〇 心もからだも鍛えよう 

〇 自ら学んでいこう 

＜目指す学校の基本的な考え方＞ 

１ 生徒の笑顔があふれ、登校したくなる学校 

生徒が将来の社会人としての夢や目標をもち、自ら主体的に学ぶことに喜びを見出し、 

人生の基盤となる学習の基礎・基本を身に付けることのできる学校 

２ 生徒が教わりたい教師のいる学校 

    教師の深い教育愛のもと、生徒の個性が尊重され、それぞれの信頼関係が確立され、生 

徒が教わりたいと思う学校 

３ 生徒・保護者・地域から信頼され、誇りとされる学校 

    全教育活動を通して、生徒が将来の社会人としての社会規範を習得し、集団としてとも 

に生きる姿勢を学ぶことができ、生徒・保護者・地域から信頼される学校 

４ 安全で安心な学校 

    安全が何事にも最優先されるとともに、人権尊重の精神に則り、生徒一人一人の人権が 

常に大切にされ、安心して学ぶことができる学校 
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